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高温ガス炉と水素製造施設の接続設備機器である高温隔離弁、2 次ヘリウム循環機、高温断熱配管につい

て、要求機能を満たす機器設計や概念の検討結果、技術確証に向けた開発計画について報告する。 
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1. 緒言 

 原子力機構は、高温ガス炉の熱を利用した水素製造技術の実証を目的に、HTTR と水素製造施設を接続し

て水素製造試験を行う HTTR-熱利用試験計画を進めている。本発表では、高温ガス炉と水素製造施設の間に

ヘリウムガスを流動させるために必須の配管要素である接続設備機器 (管、弁、循環機) について、各機器に

対する要求機能を満足する機器仕様や構造概念の検討結果を報告する。また、各接続設備機器に対する技術

開発項目を抽出し、技術確証に向けた開発計画について報告する。 

2. 接続設備機器の型式選定 

HTTR に水素製造施設を接続する際、新規開発が必要な接続設備機器は、水素製造施設異常時において原

子炉施設への可燃性ガス侵入、並びに、原子炉施設からの放射性物質外部漏えいを防止する (1) 高温隔離弁、 

原子炉施設から水素製造施設に高温ヘリウムを供給する (2) 2 次ヘリウム循環機および (3) 高温断熱配管で

ある。高温隔離弁は、水素製造施設に供給する高温ヘリウムに耐えるよう内部に断熱材を配置したアングル

弁を選定した。2 次ヘリウム循環機は、系外へのヘリウム漏えい防止のため駆動軸および電動機をケーシン

グ内に組み込んだ密閉型とし、今後の大流量化が可能な磁気軸受を選定した。高温断熱配管は、ヘリウムガ

スを輸送する際の熱損失を抑制するため耐圧管の内部に断熱材を組み込んだ内部断熱式単管構造を選定した。 

3. 接続設備機器の開発計画 

 各接続設備機器の開発項目と開発計画を表 1 に示す。高温隔離弁については、締切面圧最適化のための摺

動摩耗試験、弁座弁体関連材料に対する溶接試験、シール性能確認のための部分モックアップによる荷重負

荷リーク試験を行う計画である。2 次ヘリウム循環機については、磁気軸受の浮上試験、高速モーターの無負

荷回転試験やインペラの空気試験等の要素試験にてデータを取得し、試作機の性能確認試験を通じて実運転

条件での各要素の制御性、健全性や性能を確認する計画である。高温断熱配管については、候補断熱材のヘ

リウム環境における熱伝導率等の特性

データを取得し、設計要求を満たす断

熱材を選定する。さらに、断熱配管の部

分モックアップを試作し、製作性、施工

性や検査性を検証する計画である。 
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表 1 接続設備機器の開発項目と開発計画 

1L05 2023年春の年会

 2023年 日本原子力学会 - 1L05 -


